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小学校家庭科における
知的活動の基盤づくりと生活への感性を育む言語活動の検討

森下　友紀　　鈴木　明子　　行友　圭子　　高畑　律子

１．はじめに
　平成20年３月に公示された学習指導要領の総則1）で
は，児童の思考力，判断力，表現力等をはぐくむ観点
から，各教科を貫いて児童の言語活動を充実させるこ
との重要性が示された。このような学習指導要領の改
訂を受け，家庭科の目標にせまるための方法として，
言語活動をどのように充実させたらよいのか，位置付
けたらよいのかという実践面での課題も示された2）。
　また，文部科学省『言語力の育成方策について（報
告書案）』3）において，「子どもを取り巻く環境が大き
く変化する中で，様々な思いや考えをもつ他者と対話
をしたり，我が国の文化的伝統の中で形成されてきた
豊かな言語文化を体験したりするなどの機会が乏しく
なったために，言語で伝える内容が貧弱なものとなり，
言語に関する感性や知識・技能などが育ちにくくなっ
てきている。このため，言葉に対する感性を磨き，言
語生活を豊かにすることが大変強く求められている。」
とある。家族や生活を学習対象として，体験を重視し
ている家庭科の学習において，教科独自の言語活動を
充実させることは，上記の教育課題に応じていくため
に重要な役割を果たすことにつながっていくと考えら
れる。
　家庭科教育の目的を「生活実践力」の育成ととらえ，
「具体的な生活の場面で，自分の願いとそれぞれの生
活状況に照らし合わせながら，科学的，合理的な根拠
に基づいて習得した知識や技能を活用して，思考，判
断，意思決定を行いながら課題を解決し行動する力」
の育成を目指す場合，知的活動（論理や思考）やコミュ
ニケーション，感性・情緒の基盤といった言語の役割
を踏まえて，どのように言語活動を充実させたらよい
のだろうか。
　製作，調理などの実習や，実験，観察，見学，調査，
研究などの実践的・体験的な学習活動を通して学ぶこ
とは，教科の目標を実現するにあたり重要となってく
ることは言うまでもない。しかしながら，それらが，

真の学びとなるためには，ただ単に楽しかった，おい
しかった，できたということにとどまらず，その背景
にある科学性や価値に気づくことが大切である。その
ような場面を仕組み，授業の質を高めていくためには，
授業者が意図的に効果的な言語活動を取り入れていく
ことが不可欠である。本報では，小学校家庭科におけ
る目標の実現のために，言語が果たす役割を踏まえて，
どのように言語活動を取り入れたらよいのかを検討し
て授業を構想し，それらの実践と成果について報告する。

２．言語活動を取り入れた授業設計の視点
　言語活動の充実に関する指導事例集【小学校版】（文
部科学省　2011年）4）では，言語の役割を踏まえた言
語活動の充実について，「知的活動（論理や思考）に
関すること」と「コミュニケーションや感性・情緒に
関すること」の２つの観点から述べている。
　家庭科の学習においては，知識や技能を活用して生
活の課題を解決する能力を育む観点から，「知的活動
の基盤」としての言語が果たす役割が大きい。
　一方で，「生活実践力」の育成を目指す場合，児童
それぞれの生活実態が家庭科学習の根底にあり，家族
との生活を大切にしたいと願う心情やそれぞれの価値
観を取り上げて，「生活への感性を育む」こともまた
重要である。これまで受け継がれてきた生活に関係の
ある様々な言語も体験を通して理解させたい。「知的
活動の基盤としての言語活動」と「生活への感性を育
む言語活動」は，家庭科でも相互に関連しながら育ま
れていくと考えられる。
　これら２つの言語の役割を踏まえ，学習指導要領解
説や諸説に基づいて，小学校家庭科における言語活動
を具体化すると次の通りである3）4）5）6）7）8）。
【知的活動の基盤としての言語活動】
①�衣食住の知識や技能に関する言葉を実感を伴って理
解する活動
　「生活実践力」を育むために，基礎的・基本的な知
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識や技能の習得が重要であることは明らかである。し
かし，技能の習得には，多くの時間と繰り返しの訓練
が必要である。限られた学習時間の中で，多くの技能
を確実に身につけるために費やす時間を確保すること
は困難である。したがって，知識や技能の原理や科学
性を学び，それらを場面に応じて合理的に活用してい
く面白さや必要性を実感させることが重要である。
　小学校家庭科で学ぶ知識や技能は，児童にとって生
活の中でよく目にし，中には経験したことがある場合
も少なくない。そのような日常生活や技能を主体的に
言語化することで，改めて認知したり，科学的に理解
したりすることは，実生活の場面で活用できる知識や
技能とするために重要である。知識や技能に関する言
語を実習や実験などを通して実感をともなって理解し
たり，逆に言語を用いることが知識や技能の習得の手
助けとなったりすることも考えられるであろう。
②�生活の課題を解決するために習得した科学的な知識
や技能を基に考えたり説明したりする活動
　家庭科における問題解決的な学習は，従来から重視
されてきた学習方法である。思考による問題解決過程
だけでなく，行動による過程も含まれる場合が多い。
生活を見つめ課題をとらえ，基礎的・基本的な知識や
技能を習得し，それらを活用して解決し評価をすると
いういくつかの学習場面が考えられるが，それぞれの
展開において，言語活動を充実させることが重要であ
る。特に，知識や技能をどのように活用するかを判断
し，意思決定する力は，生活実践力を育む上で直接的
に重視される力である。言語で説明して協同的に解決
をしたり，その過程を客観的にとらえて言語で表現し
たりすることを意図的に取り入れることが大切である。
③�衣食住など生活の中の様々な情報を収集し，適切に
読み取り判断する活動（情報活用能力の育成）
　家庭生活の中で生きて働く情報活用能力は，「生活
の中の様々な媒体を通して得られた情報を生活の文脈
の中で有効に活用する」ことであろう。例えば，食品
を購入する場合，パッケージの情報やテレビコマー
シャル，広告などから食品の品質や値段を適切に把握
し，目的に合わせて購入するかどうかの判断材料とす
ることが考えられる。衣生活に関する学習では，洗濯
洗剤の説明を適切に読み取り，洗濯に活かすことが考
えられる。日常には様々な情報があふれており，それ
らを主体的に読み取り取捨選択して生活に活用しよう
とする能力の育成が求められる。
【生活への感性を育む言語活動】
④生活に関する事柄や感覚を豊かな言語で表現する活動
　味の感想を「おいしい」あるいは「まずい」としか
表現できない児童は少なくない。言語を豊かに使いな

がら味を表現することは，食生活への感性を豊かにし，
食文化への関心を高めると考えられる。調理に関する
知識や技能の向上にもつながっていくであろう。生活
の中で五感を通して感じたことを言語で表現すること
は，日常生活の様々な事柄を価値あるものとして認知
したり，コミュニケーションを図ったりする上で，大
切であると考えられる。
⑤友達や家族との対話的なコミュニケーション活動
　意思伝達機能としての言語に注目すると，家庭科で
は，家族との団らん，地域との触れ合いなどを通して，
人とのコミュニケーションを図るための言語活動は不
可欠であり，この側面からの検討も必要である。
　小学５，６年生は，家族とのコミュニケーションが
少しずつ難しくなってくる発達段階でもある。家族と
の関わりを大切にしながら家庭生活の営みに協力する
態度を育てるために，自分の家族とのコミュニケー
ションをいかに築いていくかという視点での授業づく
りが必要になってくる。

３．授業の実際
（１）知的活動の基盤づくりのための授業例
　【知的活動の基盤としての言語活動】，③衣食住など
生活の中の様々な情報を適切に活用する活動（情報活
用能力の育成）に着目した具体的な学習活動の展開お
よびその成果について述べていく。

〈家庭科学習指導案〉
（指導者　広島大学附属小学校教諭　森下　友紀）
１）日　時　平成23年10月～11月
２）クラス　広島大学附属小学校　２部６年
　　（男子20人，女子20人，合計40人）
３）題材名　「おやつの選び方を考えよう」
４）学習指導計画（全５時間）
第一次　�おやつのパッケージやテレビCMからどんな

情報が得られるだろうか。（２時間）
第二次　目的に合わせておやつを選ぼう。（１時間）
第三次　�おやつを買うことと手作りすることのそれぞ

れのよさを調べよう。（２時間）
５）題材の目標
○�おやつの買い方，手作りすることなどに関心をもち，
より適切におやつを選ぼうとしている。【家庭生活
への関心・意欲・態度】
○�購入しようとする加工食品の品質や価格などの情報
を活用して，目的に合った選び方について考えたり，
自分なりに工夫したりしている。【生活を創意工夫
する能力】
○�購入しようとする加工食品の品質や価格などの情報
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を集め，整理することができる。簡単なおやつ（ジャ
ムロールサンド）を作ることができる。【生活の技能】
○�加工食品の品質や価格などの情報の集め方や意味に
ついて理解している。おやつを買うことと手作りす
ることのそれぞれのよさについて理解している。【家
庭生活についての知識・理解】
６）題材について
　児童を取り巻く食生活に関する現代的な課題が数多
く指摘されている。児童の実際の食生活は，家庭での
食事だけではなく，自分で食品を購入して，おやつや
食事を済ませる場合も少なくない。つまり，小学校家
庭科では，「食品を買うこと」も意図的に教育されな
ければならない。本題材では，６年生の児童が自分の
意思で買う機会が最も多いと考えられる「おやつ」を
取り上げ，食品を選ぶことや自分の食生活を考える展
開とした。
　家庭科教育では，具体的な生活場面で，習得した知
識や技能を活用して，判断し，意思決定を行いながら
課題を解決し行動する力を身に付け，生活をよりよく
していこうとする資質を育成することが重要であると
とらえている。「食品を買うこと」については，食品
の情報に関心をもち，消費者として正しくそれを理解
し，目的と状況に合わせて判断する学習活動が重要に
なると思われる。このような問題解決的な思考過程を
重視して題材を構成した。
　本学級の児童は，食生活に関する学習に意欲的に楽
しみながら取り組んでいる。修学旅行での加工食品の
購入の様子を観察すると，買うかどうかの判断基準は，
おいしそうかどうかというイメージと価格が適切であ
るかに偏っている。品質表示をよく見て買っていると
いう児童は少ない。事前のアンケートでも７割以上の
児童が，食品添加物が含まれているかどうかは全く気
にしていないと答えている。
　本題材は，食に関する情報の取り出し，整理，分析，
判断という学習過程において，情報活用能力の育成に
もつながる言語活動を充実させることができる。家庭
生活の中で生きて働く情報活用能力の一つは，「生活
の中の様々な媒体を通して得られた情報を生活の文脈
の中で有効に活用する」ことであろう。本題材の場合
は，商品のパッケージ情報（図１）から加工食品の品
質や値段を適切に把握し，目的に合わせて購入するか
どうかの判断材料とする。また，情報の活用，思考，
判断の過程において，言語を用いることで，考えを一
層深めたり，その思考過程を認知したりすることがで
きる。指導にあたっては，生活の場面を想定し，実際
の食品の情報を取り出して理解し，それを基に自分の
価値観と照らし合わせ，経済性，安全性，環境面など

の合理的な根拠をもって食品を選択する活動をさせ
る。また，意思決定の過程を主体的に言語化できるよ
うに，学習活動を工夫したり，グループ活動を効果的
に取り入れたりする。
７）学習指導及び評価計画（全５時間）

ねらい 主な学習活動と内容 評価活動

商品を購入すると

き，必要な情報につ

いて関心をもち，調

べる。（２）

○ 日 常 生 活 で お や つ や

ジュースをどのように選

んでいるか想起する。

○おやつを買う場合，お店で

はどのように選んでいる

か想起する。

○自分のおやつの選び方に

問題点はあるか考える。

○おかしの袋の表と裏面に

載せられている情報には，

どのようなものがあるか

調べる。必要で正確な情報

と広告としての情報とに

色分けする。

○加工食品の歴史と食品添

加物について知る。

○「賢い消費者」になるため

には，商品を選ぶときにど

のようことに気をつけた

らよいか，考えをまとめ

る。

（教師評価）

自分のおやつの

選び方について

振り返っている

か。

（教師評価）

おやつの選び方

や買い方に課題

や関心をもって

いるか。

（教師評価）

加工食品の品質

の情報を読み取

ろうとしている

か。

実際の生活場面を

設定し，加工食品の

情報を取り出し，そ

れらを活用して，食

品を選ぶ。（１）

○加工食品を選択するとき

の観点について前時の学

習内容から想起する。

○「明日からのキャンプに

持っていく夕食後のヨー

グルト１０人分を選ぶ」と

いう設定で，数種類の加工

食品の中から根拠をもっ

て選ぶ。

○「今日の３時に家族で食べ

るおやつを選ぶ」という設

定で数種類の加工食品の

中から根拠をもって選ぶ。

○目的が異なったことによ

り，選ぶ観点がどのように

変化したのか，意見を交流

する。

（教師評価）

加工食品を選ぶ

観点について理

解しているか。

（教師評価）

食品の情報を取

り出して，それを

もとに思考判断

して選ぶことが

できているか。

（自己評価）

自分なりに工夫

して，様々な観点

から加工食品を

選ぶことができ

たか。

パッケージには，どのような情報が載っているのか調べよう。

目的に合わせておやつを選ぼう。

ねらい 主な学習活動と内容 評価活動

買った加工食品と

手作りのそれぞれ

のよさについて考

える。（２）

○市販のリンゴジャムの品

質表示を読み取り，試食し

てみる。

○リンゴジャムを作る。ま

た，つくったリンゴジャム

をおやつとして食べられ

るように，ロールサンドを

作る。

○試食する。

○調理実習や試食からわ

かったことについて発表

する。

（教師評価）

ジャムの品質表

示を読み取るこ

とができるか。

（教師評価）

適切にリンゴの

皮をむき，なべで

煮ることができ

ているか。

（自己評価）

簡単なおやつの

用意ができたか。

（教師評価）

おやつを買うこ

とと手作りする

ことそれぞれの

良さについて理

解しているか。

おやつを買うことと手作りすることのそれぞれの良さを比較してみよう。
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８）本題材における言語活�動の充実の視点と成果
　第二次における事例を示す。実際の生活場面設定し，
ヨーグルトの情報を取り出し，それらを活用して，食
品を選ぶという学習活動では，思考判断をするために，
多様な観点をワークシートに書き出し，観点の優先順
位を価値観や合理性に照らし合わせて決定し，情報を
整理してから，選べるようにした（図２）。単に，「よ
く考えて選びましょう」というだけでは，児童が意思
決定の過程を明確に認知することはできないと考えた
からである。
　また，生活場面の設定も，児童が実際に出会いそう
な場面を具体的に示した。また，学習活動にリアリティ
をもたせるために，８種類のヨーグルトの中から目的
にあったおやつを選ぶという設定にし，食品売り場で
の状況をできるだけ教室で再現できるように資料や実
物を用意した。
　図２から，児童が複数の観点からヨーグルトを選択
している様子がわかる。これらは，日常の購入場面で
は，無自覚に思考していることであるが，言語化する
ことによって改めて客観的に認識することができる。
また，生活の場面が変わることによって，選択するヨー
グルトが変わることも，その根拠とともに認知させる
ことができたと考えている。 （２）生活への感性を育むための授業例

　【生活への感性を育む言語】，④生活に関する事柄を
豊かな言語で表現する活動に着目した具体的な学習活
動の展開および成果について述べる。

〈家庭科学習指導案〉
（指導者　広島大学附属小学校教諭　森下　友紀）
１）日　時　平成23年12月１日　１校時
２）クラス　広島大学附属小学校　１部５年
　　　（男子20人，女子19人，合計39人）
３）題材名　「味わって食べよう」

ねらい 主な学習活動と内容 評価活動

買った加工食品と

手作りのそれぞれ

のよさについて考

える。（２）

○市販のリンゴジャムの品

質表示を読み取り，試食し

てみる。

○リンゴジャムを作る。ま

た，つくったリンゴジャム

をおやつとして食べられ

るように，ロールサンドを

作る。

○試食する。

○調理実習や試食からわ

かったことについて発表

する。

（教師評価）

ジャムの品質表

示を読み取るこ

とができるか。

（教師評価）

適切にリンゴの

皮をむき，なべで

煮ることができ

ているか。

（自己評価）

簡単なおやつの

用意ができたか。

（教師評価）

おやつを買うこ

とと手作りする

ことそれぞれの

良さについて理

解しているか。

おやつを買うことと手作りすることのそれぞれの良さを比較してみよう。

ねらい 主な学習活動と内容 評価活動

買った加工食品と

手作りのそれぞれ

のよさについて考

える。（２）

○市販のリンゴジャムの品

質表示を読み取り，試食し

てみる。

○リンゴジャムを作る。ま

た，つくったリンゴジャム

をおやつとして食べられ

るように，ロールサンドを

作る。

○試食する。

○調理実習や試食からわ

かったことについて発表

する。

（教師評価）

ジャムの品質表

示を読み取るこ

とができるか。

（教師評価）

適切にリンゴの

皮をむき，なべで

煮ることができ

ているか。

（自己評価）

簡単なおやつの

用意ができたか。

（教師評価）

おやつを買うこ

とと手作りする

ことそれぞれの

良さについて理

解しているか。

おやつを買うことと手作りすることのそれぞれの良さを比較してみよう。

図１　パッケージから情報を読み取るための資料

図２　児童のワークシート
（おやつの選び方を考えよう）
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４）学習指導計画（全１時間）
　第一次　味わって食べよう（１時間）
５）題材の目標
○�五感を使って食物を味わって食べることのよさに気
づき，関心をもつ。【家庭生活への関心・意欲・態度】
○�味には，甘味，塩味，酸味，苦味，うま味があり，
それぞれの味を理解している。【家庭生活について
の知識・理解】
６）題材について
　味の感想を「おいしい」あるいは「まずい」としか
表現できない児童は少なくない。味の濃いものが好ま
れる傾向にあり，様々な添加物によって味付られ，本
来の味や色が失われている加工食品も多く出回り，食
べ物がもつ本当のおいしさを味わって食べる機会は減
少してきている。調理実習の後に自由記述による自己
評価では，「おいしかったので，よかった」といった
表現でしか記述できない場合もある。本来，食べ物を
味わうとき，視覚，聴覚，触覚，味覚，嗅覚といった
五感を使って味わっている。しかし，そのことに多く
の場合，気づいていない。日本語には，食感を表現す
る言葉は，400語以上あるそうだ。それは，フランス
語の約250語や中国語の約150語と比較しても多く，そ
れを通して，日本人が食生活を楽しみ，文化として受
け継がれてきたことをうかがい知ることができる9）。
　そのような豊かな言語を実体験をともなって理解し
たり，自分が作った料理について分析的に言葉を使っ
て表現できることは，食生活への関心を高めたり，調
理に関して適切な自己評価をする能力を身に付けたり
する上で重要な役割をはたすことができると考えられ
る。また，生涯にわたって，食生活を楽しみ，本当の
意味での食の豊かさを実感する礎となることが期待で
きる。本授業は「子どもの五感を目覚めさせる味覚の
授業（日本味覚教育協会　内坂芳美著）」10）を参考に
計画した。家庭科の学習として位置付けるためには，
味覚についての学びを，調理や献立作成の学びへとつ
なげていく必要があろう。
　「言語活動の充実」に本題材を照らし合わせると，
生活の様々な事象を実感の伴う生きた言葉として理解
することにより，人が生活を営むことのよさやその価
値に触れ，生活への感性を高めていくことができるよ
うになることが期待できる。感性は，感じたことを言
葉にしたり，言葉を交流したりすることによって一層
育まれていくものである。そのような豊かな感性・情
緒を通して，良好な人間関係を築くことにもつながる
と考えられる。
　学習指導要領解説家庭科編には，内容「Ｂ日常の食
事と調理の基礎」において「食材やその調理過程，で

き上がった料理の味や食べ方などに関心をもち，意欲
的に調理の計画に取り組むように配慮する。」とある。
小学校における家庭科の食生活に関する学習におい
て，食を総合的に学び，食べることそのものに対する
関心を高めていくために，「味」に気づく学びを意図
的に計画してことが大切であると考えた。
　指導するにあたっては，あたりまえに思っていた味
は，いろいろな味覚が複合的に混ざり合ってつくられ
ていることに気が付かせたい。そのために，まずは，
一つひとつの味覚を五感を使って実際に味あわせた
い。そして，いつも食べているものを丁寧に味わい，
それを言語で表現し伝え合わせることで，似た表現，
異なる表現にも出会わせたい。また，本時の前に，本
学級の児童は，調理製菓専門学校の教師による食育授
業を受けており，プロが作ったカツオと昆布の出汁を
味わい，「うま味」については驚きをもって味わう経
験をしている。
７）学習指導及び評価計画（全５時間）

８）本題材における言語活動の充実の視点と成果
　マドレーヌを味わった時の児童のワークシートの記
述内容を示す。

・もちもち感があり，とてもやわらかかったです。また，
すごく甘味があって，とてもおいしかったです。マドレー
ヌの甘味の中に酸味があって，ちょうどいい甘さでした。
・とても甘い香りです。よく焼けていて見てもおいしそ

ねらい 主な学習活動と内容 評価活動

味には，甘味，塩

味，酸味，苦味，

うま味があり，そ

れぞれの味を理

解し，味わって食

べることに関心

をもつ。（１）

○「味とはなんですか」という発

問から，味覚には酸味，甘味，

塩味，苦味，うま味があること

を説明する。

○食べ物を味わって食べること

の良さについて知る。

○塩味は塩，酸味はお酢，苦味は

チョコレート（カカオ９２％），

甘味は砂糖を味見し，言語と味

を結びつける。五感を使って味

わうことができるようにする。

○マドレーヌ（原材料：小麦粉，

砂糖，卵，バター，レモン）を

五感を使って味わう。塩味，酸

味，苦味，甘味のどの味を感じ

たか，どのようなおいしさを感

じたか，自分の言葉で表現す

る。

○味わうことの良さや，おもしろ

さについて話し合う。

（教師評価）

酸味，甘味，塩

味，苦味につい

て実感をとも

理解する。

（教師評価）

五感を使って

食物を味わっ

て食べ，自分な

りの言葉で表

現している。

（教師評価）

味わって食べ

ることに関心

をもつ。

五感を使って味わおう。
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うです。甘いのですが甘すぎないので，大人の人向けで
はないでしょうか。オレンジの味も感じられて，ちょう
どいい酸味具合です。
・甘味の中にレモンのような酸味があり，口の中で，甘
味が先，酸味が後で広がる。焼き色はきれいな茶色で，
香りはやさしい感じのにおいがする。とてもおいしい。
・ふんわりしっとりしていて，甘さの中にほんのちょっ
とレモンのような酸味が感じられた。

　このように，児童は，酸味，甘味，塩味，苦味を意
識して分析的に味わっている。また，味だけでなく，
五感を通して表現しようとしている。言語化すること
で「甘くておいしい」マドレーヌという味わい方から，
どのようにおいしいのかということを認知し表現しよ
うとしている。また，よく味わって食べることの豊か
さにも気づくことができたのではないか。
　この授業の前日と授業後の給食について，「○○（献
立名）は，どんな味ですか。」と児童に質問をして，
質問用紙に答えを記入させた。授業前の献立は，ジャ
ガイモのさっぱりサラダ，授業後の献立は，けんちん
汁であった。

児童Ｍ
前）さっぱりしていて，おいしい！！！
後）�塩味がきいていてとてもおいしい。野菜の甘みもほ
んのり感じられて，塩味とマッチしている。

児童Ｓ
前）少しすっぱい。食感がいい。コーンが甘い。
後）�塩味がある。きのこやお肉のうま味がでていた。色
とりどりできれい。大根からうま味があふれていた。

児童Ｈ
前）彩りがすてき。少しすっぱい。さっぱりしておいしい。
後）�野菜の香りがする。にんじんの色が鮮やか。大根が
しゃきしゃきしている。にんじんはやわらかく甘さが
ある。全部の野菜にお汁がしみ込んでいておいしい。

　授業前と後では，味に対する評価が分析的になって
いることがわかる。また，食材の一つひとつを意識し
て味わっている様子である。
　このような力を育むことで，例えば「おいしくゆで
てみよう」という学習課題で調理実習を行った時に，
試食による自己評価を行う際，どのようにおいしくゆ
でることができたのかを五感を通して分析することに

つながっていく。味だけではなく，彩りや食感にも気
をつけて，調理のコツをとらえることができるであろ
う。日常の食生活においても，食べている料理の感想
を伝え合うことで，会話が弾んだり，調理してくれた
人や食材への感謝の気持ちを現したりすることがで
き，より豊かな食生活を創造していくことにつながっ
ていく。

４　ま と め
　本報では，家庭科という教科独自の言語活動につい
て考察し，教科が担うべき５つの具体的な言語活動を
挙げ，その内の２つの言語活動を柱とした授業実践を
行い，成果を述べてきた。言語を用いることで，児童
にとって無意識であった日常生活を改めて客観的に認
識することができ，そのことで，生活の科学性を理解
したり，価値あるものとしてよさに気づいたりするこ
とができることがわかった。
　他の３つの言語活動についても，実践を積み上げ，
家庭科の目標実現に向けて効果的な学習方法について
模索していきたい。
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